
クリスマスコンサート新聞
とうとうクリスマス新聞も最終号です。最後に実行委員のメンバーからの一言。

第20号　１２月２８日発行

新
た
な
強
い
絆
が
生
ま
れ
た
気
が
し
ま
す

川越胃腸病院 創立40周年　第22回クリスマスコンサート

ご参加いただいた多くの方々と、全スタッフの笑顔が、あすなろホールを包んでいた感動は、
忘れられません。夢のような数時間でした。
患者様、地域の方々との絆もより深くなったのではないでしょうか。
さて、９月から準備をしてきた実行委員会も、これで解散です。この間、様々な方たちの
ご協力や励ましの声をたくさんいただきました。本当にありがとうございました。
来年も素晴らしい1年となりますように。

Suzuki          Fumiko

川越胃腸病院　クリスマスコンサート実行委員会監修　　編集YOKOTA

須藤 秀一 常務理事 （取締役・応援団長 担当）

初回のコンサートからずっと見てきて、こんなにも
進化するものかということを実感しました。その中
でも一番変わったのは、何よりみんなの気持ちが
一つになっているという点です。今は全てのスタッ
フが自主的にやってくれているからこそ、素晴らし
いコンサートが開催出来るのだと改めて感じました。

川島 亜矢子（ポスター＆パンフレット＆はがき製作 担当）

初めての委員で、自分に務まるのか不安でした。
しかし、委員会を重ねるに従って、他の方達との
連携がとれ、段々と心強さが増していきました。
当日は、患者様の喜んでくださっている様子を
見ていたら、大変だったけど、この委員をやって

本当によかったなぁと実感できました。

鹿野 愛（司会・クリスマスカードデザイン・コーラス指導 担当）

司会という大役をやらせていただいて、ありがとう
ございました。会場のみなさんの優しい眼差しや、
感動している様子が直に伝わってきて、すごかっ
たです。最後の最後まで委員全員が笑顔でいら
れたことが本当によかったと思っています。

宮内 正秋（音響 担当）

佐野様の迫力ある歌声で大いに盛り上がり、とても
よかったと思います。また第２部のハンドベル
とコーラスもレベルが高いもので、多くの方に
喜ばれたのでは、ないでしょうか？
委員全体もまとまりがあったと思います。

浜辺 聖（ステンドグラス総合プロデュース・設営 担当）

スタッフみんなが、お互いを思いやり、自然に
作り上げていくことが出来ました。みんなの
いのちが輝いていて、コンサートに集まった人
たちと、心が一つになれたと思います。

三宅 憲治（ボランティア 担当）

年々、委員主体のクリスマスコンサートになって
いっていると実感しています。特に今年は、
それがさらに色濃く出ていた気がします。
川越胃腸病院が一歩ずつ自立した組織になって
いく様を見ている思いです。

小川 卓（総指揮・実行委員長・キャンドル製作 担当）

今は感無量です。
今回実行委員長をやってみて分ったことは、
改めて胃腸病院は素晴らしい病院である
という事と、大切なものは目に見えないという
二点です。今年得たものを、来年の実行委員
へ繋げていきたいと思っています。

山田 登美子（装飾・衣装管理 担当）

初めての実行委員でしたが、準備段階もコン
サート当日も、とても楽しかったです。
会議では、実行委員のメンバーの発言や、
発想が素晴らしく、毎回とても感心して
聞いていました。委員をやったことで、
少しは脳が活性化されたかもしれません（笑）

鈴木 文子（司会・インフルエンザ対策・プレゼント製作指導 担当）

良いメンバーに恵まれ充実していました。患者様の
反響が良かったので、ホッとしています。
司会は緊張しました（笑）
コンサート新聞があったことで、全スタッフに状況が
伝わり、同じ思いで取り組めたことは、とても
良かったと思っています。

横田 千絵（クリスマス新聞編集・ステンドグラス製作・スタッフ弁当  担

当）

素晴らしい仲間と委員が出来て、とても幸せでした。
新聞を通して実行委員の行っていることだけでなく、
全スタッフの熱い思いや、隠れた才能、目に見え
ない努力など、たくさん知ることができ、それを多くの
人たちと共有できたとことが、本当に嬉しかったです。
取材協力、ありがとうございました。

高瀬 由美（ステンドグラス製作・キャンドル製作 担当）

入職して８ヶ月経ち、日はまだ浅いですが、この
委員会を機に、他部署の方たちと交流が持てて
本当に良かったです。『見上げてごらん夜の星を』を、
リクエストリストに載せさせていただいたのですが、
それに佐野様が応えてくださり、目の前で歌って
くださったことに、とても感動致しました。

勝尾 由香（ハンドベル監督・ポスター＆パンフレット＆はがき製作 担当）

７～８年振りの実行委員でした。
改めて過去の委員の人達の大変さが分りました。
しかし、全員の「ひとつのものを作り上げていこう！」
とする気持ちを感じられてとても良かったです。
ハンドベルは120％の出来で大満足です!!


